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今
年
も
さ
く
ら
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

例
年
２
日
間
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

両
日
と
も
午
後
の
来
場
者
が
少
な
く
、
本

年
度
よ
り
１
日
間
の
開
催
と
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
隣
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日

時

４
月
６
日(

土)
雨
天
時
は
７
日(

日)

に
順
延

10
時
30
分
～
15
時

会

場

東
池
公
園

催
し
物

屋
台
店

(

焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼
き
等)

お
茶
席(

６
日
の
み)

抽
選
会

10
時
50
分
～
14
時
30
分

夜
桜
鑑
賞

１
日(

月)

～
７
日(

日)

提
灯
点
灯

19
時
～
21
時

※
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

２
月
３
日
、
第
34
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
曇
り
が
ち
の
な
か
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
昨
年
（
約
７
５
０
人
）
よ
り

も
や
や
少
な
い
約
７
０
０
人
で
し
た
。

昨
年
同
様
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

事
故
も
な
く
無
事
に
大
会
が
終
え
ら
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

三
世
代
交
流
居
場
所
づ
く
り

２
月
９
日
、
恒
例
の
「
親
子
で
お
も
ち

つ
き
大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
子
ど

も
53
名
、
保
護
者
47
名
、
地
域
の
方
々
20

名
の
参
加
で
賑
や
か
に
お
も
ち
を
つ
い
て
、

丸
め
て
、
食
べ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
準
備
し
た
お
雑
煮
は
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、
と
て
も
好
評
で
良
か
っ

た
で
す
。
「
お
も
ち
柔

ら
か
く
て
気
持
ち
い
い
」

「
お
か
わ
り
」
と
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
む
笑
顔

を
見
て
、
来
年
も
実
施

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

２
月
16
日
、
貴
重
な
水
源
の
猪
名
川
流

域
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
、
有
志
の
方
々

約
30
名
が
参
加
し
、
虫
生
川
合
流
点
周
辺

の
投
棄
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
空
き
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
、
中
に
は
車
の
ホ
イ
ー
ル

ま
で
が
投
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
以
前

に
比
べ
、
大
型
ゴ
ミ
（
タ
イ
ヤ
、
テ
レ
ビ
、

自
転
車
等
）
が
大
分
減
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
不
法
投
棄
の
絶
滅
ま
で
、
不
断

の
活
動
が
重
要
で
、
皆
さ
ん
方
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

牧

彩
音
さ
ん(

清
中
２
年
・
東
４)

・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
カ
ッ
プ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
全
国
大
会
出
場(

12
月)

・
春
の
全
国
中
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場(

３
月)

細
川

竜
生
く
ん
（
南
小
６
年
・
西
５
）

・
公
式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

春
の
全
国
小
学
生
選
手
権
大
会
出
場

（
３
月
24
日
）

第
16
回

猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦



役
員
会
だ
よ
り
（
４
０
９
号
）

開
催
２
月
17
日

[

議
題
報
告
事
項]

・
小
学
校
統
合
計
画
に
つ
い
て

市
教
育
委
員
会
よ
り
白
紙
撤
回
の

説
明
が
あ
っ
た

・
ベ
ル
コ
問
題

1
月
27
日
第
2
回
説
明
会
（
既
報
）

ベ
ル
コ
問
題
対
策
特
別
委
員
会
立

ち
上
げ
（
３
面
参
照
）

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会

・
公
園
ゴ
ミ
箱
に
生
活
ゴ
ミ
な
ど
の

不
法
投
棄
が
頻
発
す
る
た
め
、
ゴ

ミ
箱
撤
去
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ

た
・
個
人
情
報
取
扱
規
則
案
の
提
示

・
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
費
用
改
訂
を
承
認

[

各
部
報
告]

（
総
務
部)

・
部
長
会
、
役
員
会
、
ベ
ル
コ
説
明

会
の
準
備
、
設
営
、
片
付
け
、
議

事
録
作
成

(

広
報
部)

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
８
５
号
発
行

・
掲
示
板
管
理

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

(

環
境
部
）

１

公
園
管
理

・
各
公
園
ベ
ン
チ
の
点
検

公
園
緑
地
課
よ
り
劣
化
の
酷
い
も

の
か
ら
修
理
と
の
連
絡
あ
り

・
各
公
園
で
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
い
る

・
ゴ
ミ
箱
の
点
検

２
苦
情

ヒ
ゼ
ン
コ
公
園
の
樹
木
の
根
の
盛

り
上
が
り
の
件

市
よ
り
対
処
す
る
と
の
連
絡
あ
り

３
資
源
回
収
事
業

・
１
月
回
収
実
績
５
３
・
３
ト
ン

（
前
年
比
９
３
・
４
％
）

・
資
源
回
収
奨
励
金
（
９
～
12
月
）

申
請

・
資
源
回
収
お
礼
の
ポ
リ
袋
配
布

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
１
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児
誕
生

２
件

お
悔
み

２
件

・
と
ん
ど
ま
つ
り
で
献
血
呼
び
か
け
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
及
び
受
付

(

文
教
部)

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
横
断
幕
・
幟
の

点
検

・
文
教
寄
席
開
催
（
３
面
参
照
）

(

体
育
部)

・
第
34
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
１
面

参
照
）

・
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
下
見

（
安
全
部
）

１
防
犯
カ
メ
ラ
関
係

市
へ
10
号
基
の
補
助
金
申
請
済
み

２
交
番
だ
よ
り

刑
法
犯

器
物
損
壊

１
件

窃
盗
万
引
き

１
件

そ
の
他
手
口

１
件

人
身
事
故

１
件

東
４
‐
１
‐
12

県
道

車
×
人

３
そ
の
他

・
安
全
灯

西
１
‐
１
‐
４
～
６
付
近

設
置
済

西
３
‐
２
‐
63
・
64
付
近

設
置
済

東
４
‐
２

周
回
道
路
４
基
不
点

灯

処
置
済

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

西
１
‐
５
‐
17
清
和
台
ハ
イ
ム
西

側

３
月
設
置
予
定

（
会
館
運
営
部
）

・
年
間
利
用
者
説
明
会

１
月
26
日

参
加
団
体

52
団
体

・
第
２
自

事
務
局
扉
不
良

修
理
依
頼
済

・
第
３
自

第
１
ホ
ー
ル
窓
ガ
ラ
ス
汚
れ

３
月
・
４
月
の
資
源
回
収
日

せいわだいにゅ～す 平成３１年３月１０日（２）

ブロック ３ 月 ４ 月

Ａ 西1、西2－1・4・5・6 ７ 21 ４ 18

Ｂ1 西3、西2-2・3・7 ８ 22 12 26

Ｂ2 西4、西5 １ 15 ５ 19

Ｃ 東1、東2-3・4 11 25 ８ 22

Ⅾ 東2-1・2、東3 ９ 23 13 27

Ｅ 東4、東5 ２ 16 ６ 20

Ｆ 住宅団地、東4-5・23、石

道、ライオンズマンション
８ 22 12 26



ベ
ル
コ
対
策
特
別
委
員
会

２
月
６
日
、
第
１
回
ベ
ル
コ
対
策

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

波
多
野
会
長
か
ら
委
員
に
自
治
会

よ
り
波
多
野
会
長
・
芝
副
会
長
・
澤

田
・
中
村
相
談
役
・
山
本
班
長
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
よ
り
武
内
会
長
、
大
西

副
会
長
と
小
山
・
松
隈
市
議
の
委
嘱

が
あ
り
、
委
員
長
に
中
村
相
談
役
が
、

書
記
に
山
本
班
長
が
選
出
さ
れ
た
。

当
面
の
方
針
と
し
て
、
「
住
民
と

ベ
ル
コ
の
窓
口
と
し
て
対
応
す
る
」

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

第
２
回
ベ
ル
コ
説
明
会
で
、
「
１

月
末
に
建
築
廃
材
を
撤
去
す
る
」
と

約
束
し
た
が
、
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

２
月
初
め
の
当
方
の
問
合
せ
に

「
廃
材
を
廃
棄
し
た
業
者
と
連
絡
が

取
り
づ
ら
く
困
惑
し
て
い
る
が
、
２

月
末
ま
で
に
、
ベ
ル
コ
の
責
任
で
旧

建
物
の
解
体
を
含
め
、
廃
材
撤
去
す

べ
く
手
配
し
て
い
る
。
建
設
計
画
に

関
す
る
回
答
は
解
体
・
廃
材
撤
去
の

完
了
後
、
自
治
会
に
回
答
す
る
」
と

確
約
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
経
過

２
月
12
日
か
ら
約
１
週
間
で
約
半

分
の
廃
材
が
搬
出
さ
れ
た
。

更
に
、
３
月
４
日
に
解
体
業
者
が

入
っ
て
、
解
体
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

文
教
部

３
月
３
日
雛
祭
り
の
日
曜
日
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
た
文
教
寄
席
を
開
催

し
ま
し
た
。

６
回
目
と
な
る
今
年
は
、
芸
歴
20

年
の
実
力
派
、
林
家
卯
三
郎
師
匠
を

新
た
に
迎
え
、

大
阪
天
満
天
神

繁
昌
亭
の
大
舞

台
に
も
懸
か
る

古
典
落
語
「
ふ

ぐ
な
べ
」
「
ら

く
だ
」
二
席
を
、

約
１
時
間
半
に

わ
た
り
金
屏
風
と
赤
い
毛
せ
ん
の
本

格
的
な
舞
台
で
熱
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
雨
模
様
の
中
、
100

人
を
超
え
る
皆
さ
ん
と
上
方
落
語
の

話
芸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

警
察
よ
り
お
願
い

警
察
官
、
百
貨
店
や
大
手
量
販
店

を
名
乗
り
、
「
詐
欺
犯
人
を
捕
ま
え

た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
の
口
座
情
報
を

持
っ
て
い
た
」
な
ど
と
電
話
を
か
け

「
銀
行
協
会
の
者
が
訪
問
す
る
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
交
換
に
行
く
」

な
ど
と
言
っ
て
だ
ま
し
取
る
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
元
号
の
改
元
に
便
乗
し
、

銀
行
員
を
名
乗
っ
て
「
元
号
が
変
わ

る
の
で
今
ま
で
の
カ
ー
ド
が
使
え
な

く
な
る
」
な
ど
と
い
う
手
口
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

被
害
防
止
の
合
言
葉

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
渡
さ
な
い

・
暗
証
番
号
は
教
え
な
い

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な

ど
電
話
利
用
の
特
殊
詐
欺
対
策

①
防
犯
機
能
付
き
高
機
能
電
話
機
を

設
置
す
る

②
常
時
留
守
番
電
話
設
定
に
す
る

③
家
族
と
の
合
言
葉
を
決
め
て
お
く

防
犯
機
能
付
き
電
話
を
設
置
し
た

方
の
ほ
ぼ
全
員
か
ら
「
不
審
電
話

が
な
く
な
り
安
心
し
て
い
ま
す
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ス
マ
ー
ト
キ
ー
を
悪
用
し
た
自
動

車
の
盗
難

ス
マ
ー
ト
キ
ー
と
車
の
送
受
信
機

の
通
信
情
報
に
介
在
し
て
、
ス
マ
ー

ト
キ
ー
か
ら
車
の
解
錠
信
号
を
出
さ

せ
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
起
動
し
車
を
盗

む
手
口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
策
は
ス
マ
ー
ト
キ
ー
は
電
波
を

遮
断
す
る
キ
ー
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
、

誤
信
号
を
出
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
効
果
的
で
す
。

川
西
警
察
署

７
５
５
‐
０
１
１
０

（３） せいわだいにゅ～す 平成３１年３月１０日

幸（Co）‐ウオーキング 安全部
これからの予定（３・４月）

約１時間歩きます 雨天中止

第
６
回

開催日 区 域 集 合 時 刻

17日（日） 東１～３ 上大畑 午後 4時

23日（土） 東４・５ 雨堤公園 午後 3時

24日（日） 西３～５ 西駒谷 午前10時

6日（土） 西１～２ 東池公園 午前10時

13日（土） 住宅団地 ヒゼンコ 午後 3時

14日（日） ファミー 東４緑地 午後 3時



公
園
清
掃
隊

大
阪
府
下
に
勤
め
先
が
あ
っ
た
私

に
と
っ
て
、
清
和
台
は
寝
ぐ
ら
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

退
職
し
て
困
っ
た
こ
と
は
地
元
の

こ
と
が
全
然
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
し
た
。
こ
ん
な
時
「
せ
い
わ

だ
い
に
ゅ
～
す
」
で
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
を
知
り
、
公
園
整
備
の
一
端

の
お
手
伝
い
で
清
和
台
を
知
り
、
さ

さ
や
か
な
貢
献
も
出
来
る
と
応
募
い

た
し
ま
し
た
。

幸
い
公
園
清
掃
隊
と
し
て
採
用
さ

れ
、
多
く
の
仲
間
と
公
園
の
美
化
に

取
り
組
む
中
、
清
和
台
の
生
き
て
い

る
姿
が
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
各
種
団
体
で
地
域
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
方
々
、
個
人
で
公
園
や

道
路
の
清
掃
な
ど
に
参
加
し
て
い
る

人
々
な
ど
躍
動
し
て
い
る
清
和
台
を

発
見
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
初
め
て
住
ま
い
を
定
め
た

人
達
は
各
地
に
故
郷
を
お
持
ち
で
す

が
、
次
世
代
か
ら
は
こ
こ
清
和
台
が

故
郷
と
な
り
ま
す
。
自
慢
で
き
る
故

郷
に
な
れ
ば
・
・
・東

１

木
村
允
彦

公
式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

皆
さ
ん
は
公
式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

ご
存
知
で
す
か
?

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
言
え
ば
、
小
学

校
の
校
庭
や
体
育
館
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
的
に
や
っ
た
記
憶
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
女
子
が
悲
鳴
を
上
げ
な
が
ら

逃
げ
回
り
、
男
子
が
カ
ッ
コ
良
さ
を

発
揮
し
て
株
を
上
げ
る
・
・
・
。
そ

ん
な
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
違

う
雰
囲
気
で
行
わ
れ
る
の
が
公
式
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
で
す
。

全
国
で
統
一
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｄ
Ｂ
Ａ

日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
協
会
」
の
公
式

ル
ー
ル
に
則
っ
て
、
小
学
生
か
ら
社

会
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
で
競
技
さ
れ
、

全
日
本
選
手
を
編
成
し
て
の
国
際
大

会
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
５

細
川
千
笑

給
食
試
食
会
（
南
小
）

２
月
12
日
に
地
域
の
人
に
呼
び
か

け
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
10
名
で
し
た
。

調
理
師
の
野
田
さ
ん
か
ら
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
調
理
の
説
明
が
あ
り
、

特
に
味
付
け
は
市
販
の
出
汁
を
使
わ

ず
「
僕
の
出
汁
が
一
番
お
い
し
い
出

汁
で
す
」
と
自
信
を
も
っ
て
説
明
さ

れ
、
安
心
し
て
調
理
を
お
任
せ
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
。
後
で
教
室
に
伺

い
こ
ど
も
た
ち
が
美
味
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
学
し
ま
し
た
。

お
代
わ
り
し
た
い
子
も
多
く
、
残

食
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
そ
う
で
す
。

あ
ら
め
の
煮
物
は
懐
か
し
く
て
美

味
し
か
っ
た
ぁ
。

東
４

籾
山

調
理
師
の
野
田
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。川

柳

募
集
し
て
い
ま
し
た
川
柳
の
投
稿

が
あ
り
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。

引
き
続
き
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。母

携
帯出

か
け
る
時
は

家
に
置
き

子
が
巣
立
ち

ふ
た
り
の
通
訳

わ
が
愛
犬

昼
寝
し
て

お
き
た
ら
い
つ
？
ど
こ
？

い
ま
何
時
？

集
会
の後

ろ
は
い
つ
も

治
外
法
権

お
は
よ
う
と

挨
拶
し
た
ら昼

に
な
り

せいわだいにゅ～す 平成３１年３月１０日（４）

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す

先
月
号
「
県
道
の
街
路
樹
植
え
マ

ス
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
名

に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は

清
和
台
花
は
咲
い
て
る
会
で
す
。

いわした めいちゃん

東４

投稿イラスト



将
棋
対
抗
戦

下
野

三
千
男

２
月
23
日
、
清
小
・
南
小
の
児
童

９
名
が
日
頃
の
棋
力
を
発
揮
し
て
対

抗
戦
を
し
ま
し
た
。

「
お
願
い
し
ま
す
」
の
合
図
で
始
ま

り
、
あ
の
手
こ
の
手
を
考
え
て
進
め

て
い
き
ま
す
。
勝
っ
た
喜
び
、
負
け

た
悔
し
さ
。
「
負
け
ま
し
た
」
の
言

葉
で
勝
負
あ
り
。
小
さ
な
闘
志
を
燃

や
し
ま
し
た
。

両
校
の
校
長
先
生
も
応
援
。
保
護

者
の
方
も
子
ど

も
達
の
成
果
を

楽
し
み
充
実
し

た
一
日
で
し
た
。

次
年
度
も
盤

上
で
の
対
戦
を

期
待
し
て
い
ま

す
。日

舞
お
さ
ら
い
会

あ
す
か
紫
媛

（
北
村

茂
子
）

２
月
24
日
、
花
の
蕾
は
い
つ
開
き

咲
く
か
心
う
ご
か
し
寒
さ
に
も
た
え

て
愛
し
い
も
の
で
す
。

日
舞
を
始
め
て
そ
の
花
の
様
に
６

月
始
め
か
ら
翌
２
月
お
さ
ら
い
会
に

向
か
っ
て
、
扇
の
開
け
方
、
足
の
出

入
、
手
の
指
先
ま
で
神
経
を
集
中
し

瞳
を
輝
か
し
、
大
輪
の
花
が
咲
く
ま

で
各
人
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
舞
の
集
大
成
お
さ
ら
い
会
を
通

し
て
、
私
を
含
め
生
徒
の
皆
さ
ん
も

花
開
く
達
成
感
を
感
じ
て
い
る
の
で

す
。会

の
終
了
後
一
人
の
生
徒
さ
ん
か

ら
〝
先
生
あ
の
ね
、
次
は
傘
の
踊
り

を
し
た
い
で
す
″
と
催
促
さ
れ
う
れ

し
い
限
り
で

す
。私

は
、
今
、

９
回
目
に
想

い
を
走
ら
せ

て
お
り
ま
す
。

（５） せいわだいにゅ～す 平成３１年３月１０日

お
悔
や
み

（
敬
称
略
）

佐
藤

峰
子

東
４

杉
山

良
子

西
４

酒
井

壽
賀
子

西
４

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

４
月
３
日
（
水
）

11
時
～
15
時

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

11
時
～

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

ナ
ニ
フ
ラ
ハ
ン
ズ

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
ご
一
緒
に
！

踊
り
ま
し
ょ
う

楽
し
み
ま
し
ょ
う

映

画

13
時
～

『
友
達
の
う
ち
は

ど
こ
？
』

イ
ラ
ン
映
画

（
飲
み
物
は
用
意
し
て
い
ま
す

昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
）ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口
、

介
護
等
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し

て
い
ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
の
交
流

会
で
す
。

日

時

３
月
13
日(

水)

10
時
～
11
時
30
分

場

所

友
楽
園

内

容

茶
話
会

み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
よ
う
。

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

放
課
後
子
ど
も
教
室



 二

 束

 三

 文

交 才 少

大 欠 示

+
林 口 門

谷 力 止

僕
は
こ
の
６
月
で
77
歳
に
な
り
ま

す
。
今
ま
で
多
く
の
人
か
ら
よ
く
言

わ
れ
た
の
は
「
変
わ
っ
た
ヤ
ツ
や
な
！
」

で
す
。

自
分
の
生
き
方
＝
「
30
歳
で
家
を
建

て
る
、
35

歳
で
家
を
買
い
替
え
る

（
こ
の
時
に
清
和
台
）
、
50
歳
で
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
独
立
し
、

『
会
社
人
間
』
か
ら
『
社
会
人
間
』

に
な
る
」
で
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
全

て
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
の
行
事
？
を
決

め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
外
務
省
外
郭
団
体
で
あ
る
国
際
協

力
機
構
）
に
応
募
し
て
、
63
歳
か
ら

65
歳
ま
で
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
、
67

歳
か
ら
69
歳
ま
で
チ
リ
に
赴
任
し
て

「
国
際
貢
献
」
に
汗
を
流
し
、
帰
国

し
た
翌
年
、
70
歳
か
ら
自
治
会
を
通

じ
て
や
っ
と
「
地
域
貢
献
」
を
始
め

ま
し
た
。

近
所
の
人
か
ら
「
な
ん
で
、
そ
ん
な

に
元
気
に
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
の
？
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
「
僕
は
マ
グ
ロ

か
カ
ツ
オ
み
た
い
な
も
の
で
、
動
き

を
止
め
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
の
で
す
」

と
返
事
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
「
歳
を
と
れ
ば
、
キ
ョ
ウ

イ
ク
と
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
が
大
事
」
と
い

わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
で
、
「
き
ょ

う
、
い
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
き
ょ
う
、

よ
う
じ
が
あ
る
」
を
実
行
し
て
い
る

だ
け
で
す
。

妻
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
お
父
さ
ん

は
何
時
死
ん
で
も
悔
い
が
な
い
で
し
ょ

う
！
」
と
い
わ
れ
て
、
そ
の
通
り
。

『
オ
レ
流
』
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

東
１
‐
４

谷
口

清

上
下
の
□
か
ら
１
字
ず
つ
パ
ー
ツ
を

選
び
、
組
み
合
わ
せ
て
６
つ
の
漢
字

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
パ
ー
ツ
は
全
部

使
い
、
か
つ
１
回
ず
つ
し
か
使
え
ま

せ
ん
。

せいわだいにゅ～す 平成３１年３月1０日（６）

六

赤
松
小
学
校

僧帽弁閉鎖不全症の治療は手術になるので

すが、悪化防止には降圧療法が有効です。立

ち眩みや全身倦怠感等が出なければ100mmHg

程度まで下げると、手術を先延ばしできます。

手術は人工腱索などを使用して、できる限

り人工弁を使用しないようにします。最近で

は、全身状態が悪い人にカテーテルで行う治

療も開発されています（ただし、閉鎖不全は

改善しますが、完全には治癒しません）。

人工弁を使用しないようにする理由は、人

工弁は血栓形成を起こしやすく、その血栓が

血流にのって脳へ流れれば、脳梗塞を発症す

るためです。

人口弁には牛や豚の組織を用いた生体弁と

パイロライトカーボンと金属を用いた機械弁

があります。生体弁は機械弁と比較して血栓

が出来にくいのですが、カルシウム沈着によ

り弁の動きが悪化しやすく、特に骨代謝が盛

んな若年者ほど悪化します。

大体70歳位の方で10数年は機能します。た

だ、85歳以上で再手術が必要となる可能性が

あり、寿命が長くなった現代で、70歳未満の

方に生体弁を使うことには逡巡するところで

す。機械弁は耐久性には問題ないのですが、

ワーファリンという強い抗凝固薬を一生服用

する必要があります。

ただ、心房細動合併例では、生体弁でもワー

ファリン服用が勧められます。ワーファリン

は高齢者ほど管理が難しく、頻回に検査しな

いと効果が強くなりすぎて脳内出血を発症し

たり、効果が不十分で血の塊が頭に飛んだり、

機械弁の動きを阻害したりしてしまいます。

高齢者ではワーファリンの検査は少なくと

も月に１回、できれば２週間に１回は必要と

考えています。

次回は大動脈弁のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（53）僧帽弁閉鎖不全症

２
８
５
号

解
答

お

れ

流

わ

た

し

流

ち

ょ

っ

と

ブ

レ

ー

ク


